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論 文 内 容 の 要 旨

【背 景】

分化 型早期 胃癌の患者の多 くはH.pylor1に 感染 している。Fukase(Lancet372:392-397 ,2008)ら に

より胃癌の異時性 他部位再発 がH.pylori除 菌により約1/3に 抑えられ ると報 告されている。 よって胃癌ESD

後 の患 者にはH.pylori除 菌治療 は必要 と考 えられている。 一方、消化性 潰瘍 に対 してH ,pylori除 菌治療 は潰

瘍 治癒を促 進 し再発 予防にもつなが っているのは周知の事実である。 しか し現 時点で胃癌ESD後 の人工潰瘍

の治癒 にH.pylori除 菌治療が どのような影響 を及 ぼすか、いまだ に明確 な結論 は出ていない

【目醐

H.pylori陽 性 早期胃癌 患者に対 して除菌治療がESD後 人工潰瘍治癒 に及ぼす影響 を検 討する。

【対 象および方法 】

対象 の選択基 準は2007年10月 から2008年10月 の間で、早期 胃癌の内視鏡 治療が予定されており術 前に

H.pylori感 染 が陽性である患 者93名 である。 除菌先行群か通常 治療 群は無作為に2群 に分け、除菌先行群

はESD前 にランソプラゾール60mg、 アモキシリン1500mg、 クラリスロマイシン400mgの1週 間治療 がなされた。

除菌後5日 後に内視鏡 治療(ESD)を 施行 し、 両群で治療当 日より2日 間 ランソプラゾール30m/日 の静脈内

投 与しその後内服 のランソプラゾール30mg/日 へ切 り替え8週 間投与 をおこなった。 内視鏡 フォローはESD後

1日 、4週 目、8週 目に施 行し、4週 目での潰瘍 の搬痕化率、縮小 率と後 出血の有無を調べ た。

【結果】

通常 治療群45例 、除菌先 行群 では46例 で解 析 を行った。ESD後 人 工潰瘍 の治癒率 は通常 治療群 が

178%で あるのに対 し、除菌先行群 では370%と いう結果であ り優位差 を認めた(p=0 .0404)。ESD後 人 工潰

瘍 の縮小率 は通 常治療群 で縮小 率は94.6%、 除菌先 行群97.0%で 優 位差 は認めなか った(p=0.05001)。 次

に部位 別(U、M、L領 域)で の評価 をおこなった ところ潰瘍癩 痕化 率、縮小 率はそれぞれ優位 差は認めなか っ

た。 癌病変の視認性 に関 しては、優 位差は認め なかった(P=0 .2084)

次 に通常 治療群45例 と除菌先行群 で除菌失敗例5例 を除 いた41例 で解析 したところ。ESD後 潰瘍治癒率

は通 常治療 が17.8%で あるのに対 し、除菌先 行群 では39 .0%と いう結果であり優位 差を認めた(p=0.0282)。

更に縮小率 についても通常 治療群で は94.6%、 除菌先行 群972%で 優位差 は認めた(p=0 。0309)。 部位別で

は治癒率 、癩痕化率共 に優位 差は認めなかった。

後 出血 に関 しては通常治療 群2.1%(1/47)除 菌先行群0%(0/46)で あった。癌病変 の視 認性 に関しては、

優 位差 はなか った(p;0.09194)

【考察および結語 】

ESD後 の人工潰瘍の治癒 率に関 して除菌先行群で は優位差 を認 めた。 また部位 別では優 位差 を認めなかっ

たもののU領 域 で治癒促 進効果があ る傾向にあった。結果 としてESD前 にH .pylori除 菌治療 を行うことは、

潰瘍治癒 を促 進させるのに有用であった。H.pylori除 菌先行 により、治療後 胃潰瘍 の治癒促進効 果が得 られ

たのは、背景 胃粘膜 の慢性持 続炎症 の改善による胃粘 液産生能、微 小循環 障害の回復など、消 化性潰瘍 と同

様 の変化が発 現したためと考えられた。 またU領 域 で治癒促 進効果が優 位な傾向にあったのは背景粘膜 で萎

縮 が進んでいない ことが多いためと考えられた。

【論文全体 の評 価】

この研 究によってH.pylori除 菌先行が 、胃癌ESD後 の人 工潰瘍の治癒促 進効果 が示 され た。 本論文 は

Hepato-Gastroenterologyに 掲載予定であ り学位授与 に値 するに論 文と考えられる。
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